
2018年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL02418A14）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ラオス H108 臨床検査技師 個別 新規 2年 ・2018/3 ・2019/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ボケオ県病院

3）任地（ ボケオ県フエサイ郡 ） JICA事務所の所在地（ ビエンチャン特別市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+ﾊﾞｽ で 約 6.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

同病院は1983年に設立された。内科、外科、産婦人科、母子保健科、感染病棟、NICUなどの診療科を持つ県の総合病
院である。ベッド数は70床、平均外来患者数は1日 200-300名、スタッフは医師13名、看護師45名、助産師5名を含む、
合計191名が在籍する。外国からの援助としては、約5年前までKOICAボランティア8名が、看護部、検査室、超音波検
査室に派遣されていた。また、現在、タイ政府の援助にて60床を備える新生児集中治療室(NICU)病棟を新たに建設中で
ある。並行して母子保健科、歯科、手術室を含む新病棟がラオス政府により建設中である。

【要請概要】
1）要請理由・背景

現在ボケオ県病院では血液検査、尿検査、寄生虫検査、HIV、マラリア、デング熱、B型肝炎、C型肝炎の検査が行える
状態にある。近年、ラオスでは低所得者層に対する医療費減額制度が導入され、来院する患者数が激増している。必然
的に業務量が増えている状況下で検査室スタッフは、迅速且つより正確な検査結果を得るための知識と技術を身につけ
る必要性を感じており、JICAボランティアとの協働を希望、今回の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.検査室スタッフへ.血液検査・尿検査・便検査などの精度をあげるための指導と助言を行う。
2.検査室スタッフへの検査手技の向上のための支援を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

血液検査(CLINDIAG SYSTEM社FA300, HumanGmbH社HumaCount60TS, SIEMENS社RAPIDCHEM700)尿検
査(CLINDIAG SYSTEM社UA100)

4）配属先同僚及び活動対象者

・検査室スタッフ 5名 女性(全員学位を有する)
-52歳 実務経験 30年
-44歳 実務経験 18年(カウンターパート予定者)
-35歳 実務経験 13年
-33歳 実務経験 9年
-29歳 実務経験 10年(カウンターパート予定者)

5）活動使用言語

ラオ語

6）生活使用言語

ラオ語

7）選考指定言語

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（臨床検査技師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：同僚に指導を行う
ため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（10～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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